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り開始される。精原細胞は、細胞核の形態により、 A 型、 B 型精原細胞に分類され、さらに A型精原細胞はその細胞

















2. 精原幹細胞の増殖・分化の制御機構の解析:精子形成における c.kit/SCF の役割を明らかにするため、 SCF に変
























(1 uciferase) の活性測定を行った。解析の結果、転写開始点から -18、 -31 に存在する 2 つの CRE 配列およ
び initiator を削った場合にそれぞれ約 60%および 80%の転写活性の低下がみられ、また転写開始点より下流、
+48 から +68 および+25 から +68 を削った場合においても、それぞれ約 50% 、 70%の転写活性の低下が確認
された。これらの結果から、この遺伝子の半数体特異的な発現には 2 つの CRE 配列および initiator と転写開
始点の下流+25 から +68 の領域が重要であることを示した。
論文審査の結果の要旨
精子形成は精原細胞の増殖・分化、精母細胞の減数分裂および精子形成の著しい形態変化を経て最終的に精子を産
生する一連の分化過程である。これらの分化過程の起源細胞である精原幹細胞の増殖・分化機構を解析することは、
精子形成および幹細胞システムを理解する上で非常に重要である。しかしながら、今日まで精原幹細胞の培養系は確
立されておらず、その解析は非常に困難で、あった。
本研究では生殖細胞の新たな解析系である精細胞移植法を応用することにより、精原幹細胞の増殖・分化・維持機
構を解析し、また、雄性不妊マウスにおける精子形成障害の原因解明を試みている。その結果、精原幹細胞は SCF
非依存的に増殖し、また、 4種類の雄性不妊マウスの原因に関する知見を得ることに成功しているc
以上の成果は博士(薬学)の学位論文として価値あるものと認める。
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